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岩
代
支
所
に
新
し
い
風
～
着
任
職
員
紹
介

～

祭
り
を
は
じ
め
、
岩
代
で
も
土
地
ご

と
に
祭
り
が
盛
ん
で
す
ね
。
「
祭
り

バ
カ
」
の
私
か
ら
見
る
と
、
同
じ
よ

う
な
熱
い
思
い
が
岩
代
の
皆
さ
ん
に

も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

郷
土
の
歴
史
に
対
す
る
興
味
な
ど
、

城
下
町
特
有
の
気
質
も
共
通
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

新
し
い
職
場
で
の
抱
負
は
？

「
自
然
美
術
館
の
ま
ち
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
ま
さ
に
ぴ
っ

た
り
の
岩
代
に
は
、
都
会
の
人
た
ち

が
求
め
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
の
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
に

「
桜
や
古
木
も
多
く
、
岩
代
は

自
然
が
豊
か
。
こ
ん
な
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
岩
代
で
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
」

～
岩
代
支
所
長

塩
田
英
勝
さ
ん

Ｑ

岩
代
に
着
任
し
た
感
想
は
？

私
は
根
崎
出
身
で
、
本
庁
の
観
光

課
や
商
工
課
、
文
化
課
な
ど
で
仕
事

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
初
め

て
部
長
職
と
な
り
、
岩
代
支
所
に
着

任
し
ま
し
た
。
岩
代
に
は
以
前
か
ら

注
目
し
て
い
ま
し
た
が
、
独
自
の
魅

力
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
祭
り
が
大
好
き
で
提
灯
祭
り

の
若
連
Ｏ
Ｂ
で
す
が
、
小
浜
の
紋
付

★塩田さんの魅力に迫る★

☆趣味・休日の過ごし方は？
→２つのサッカーチームに所属
し、小学生の時からサッカー
に夢中。最近は自宅周辺での
ウォーキングも始めました。

☆子どもの頃の夢は？
→パイロット

☆これからやりたい事は？
→まずは日山でのソロキャンプ
にチャレンジしたいです。

地域の話題がありましたら岩代地域集落支援員 電話５５－２１１１ まで連絡をください。

マスコットの

ひょうたん
です

「
市
役
所
Ｏ
Ｂ
と
し
て
の
経
験

を
生
か
し
、
集
落
を
元
気
に
す

る
お
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
」

～
集
落
支
援
員

安
齋
秀
一
さ
ん

Ｑ

岩
代
と
の
関
わ
り
は
？

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
小
浜
で
す
。

二
本
松
市
役
所
に
４
４
年
間
勤
務
し
、

２
年
ほ
ど
前
に
退
職
。
外
か
ら
行
政

を
見
る
生
活
を
２
年
間
ほ
ど
し
た
後
、

縁
あ
っ
て
集
落
支
援
員
と
し
て
勤
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
に
は
「
小
浜
の
歴
史
と
文

化
を
護
る
会
」
の
設
立
に
関
わ
り
、

副
会
長
に
就
任
。
小
浜
城
址
周
辺
の

整
備
や
歴
史
的
遺
産
の
掘
り
起
こ
し

を
始
め
、
現
在
も
会
員
の
皆
さ
ん
と

定
期
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ

新
し
い
職
場
で
の
抱
負
は
？

「
集
落
支
援
員
」
と
し
て
の
仕
事

も
最
適
で
す
。
特
に
春
は
合
戦
場
だ

け
で
な
く
至
る
所
に
桜
の
木
が
あ
っ

て
美
し
い
で
す
ね
。
杉
沢
の
大
杉
、

片
倉
の
梨
の
木
な
ど
樹
齢
を
重
ね
た

木
が
多
い
の
も
特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
力
を
入
れ
る
の
も
面
白
い
と
思
い

ま
す
。
一
人
か
ら
ま
た
一
人
と
自
宅

の
桜
を
照
ら
す
人
が
増
え
た
ら
見
事

で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
岩
代
は
起
伏
が

多
い
地
形
な
の
で
、
自
転
車
で
走
る

コ
ー
ス
に
適
し
て
ま
す
ね
。
密
を
避

け
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
も
あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

「自転車、キャンプなど一人でもで
きるスポーツを岩代で盛んにしてい
けたらいいですね」

★安齋さんの魅力に迫る★

☆趣味・休日の過ごし方は？
→薪割りが好きです。冬はたま
に薪ストーブで料理を作った
りするのが楽しいです。

☆子どもの頃の夢は？
→お金持ち（義賊として貧しい
人を助けるヒーロー）。

☆これからやりたい事は？
→夢の夢ですが、ツリーハウス
を作ってみたいです。

を
す
る
に
あ
た
り
、
「
都
会
の
人
は

い
っ
た
い
何
を
求
め
て
田
園
回
帰
す

る
の
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

そ
し
て
「
普
段
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん

が
生
き
生
き
と
し
て
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
る
集
落
が
人
を
惹
き
つ
け
る
」

と
い
う
結
論
に
い
た
り
ま
し
た
。
外

か
ら
人
が
来
る
来
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
、
そ
ん
な
集
落
づ
く
り
の
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
代
な
ら
で
は
の
特
産
品

の
開
発
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や

定
住
支
援
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。 「集落の中に入っていくことを心が

けます。皆さんの率直なご意見や
ご要望などを聞かせてください」
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新
年
度
の
行
政
委
員
・
自
治
会

長
会
議
が
４
月
１
５
日
（
木
）
岩

代
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
説
明
事
項
と
し
て
「
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り

支
援
事
業
の
募
集
」
「
緑
の
羽
根

募
金
」
「
岩
代
地
域
河
川
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
な
ど
１
６
項
目

の
説
明
を
担
当
係
長
が
行
い
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
委
嘱

状
交
付
な
ど
を
割
愛
し
、
時
間
短

縮
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
金
の
利
活
用
や
事
業
活
動

な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
一
緒
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
１
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▲欠席は１割程度。90名近くの皆さんが参加してくださいました

地域の話題がありましたら岩代地域集落支援員 電話５５－２１１１ まで連絡をください。

さくらの郷の体験交流施設では、不定期ではありますが、
ワークショップを開催しています。
今回は３月20日に行われた『竹あかりワークショップ』の

様子をご紹介します。
竹あかりとは、インパクトドリルを使って、穴を開けた竹

筒にロウソクや電飾を入れ光を灯して楽しむものです。
最近では、色々な地域で開催されており、ここ岩代でも、

放置竹林対策や地元のイベントとして定着させていけないも
のか現在模索中です。次回は夏頃に、２回目の竹あかりワー
クショップの開催を予定していますが、さくらの郷体験交流
施設では、これからも様々なイベントなど開催予定です。

ぜひ、ご参加ください。

▲岩代の地域おこし協力隊と定住支援員
の合同イベント。竹にデザイン画を貼り、
ドリルで穴を開けている様子。皆さん、
集中して作業に取り組んでいました

竹あかりワークショップ
at さくらの郷体験交流施設

笑った顔のように見える竹
あかりの作品。たくさんのこ
の笑顔が、見る私たちも笑顔

にしてくれました☆

参加してくださった皆さん、
ありがとうございました！！

少し暗くなってから新殿神社
へ移動。実際に明かりを灯し
て竹あかりもクライマックス
へ。光を宿されたランタンた
ちが、日中とはまた別の顔を
見せてくれました。

ワークショップ終了後。

３月11日夜、ワークショッ
プ前に試作した色々なデザ
インの竹あかり作品を岩代
支所の外階段に飾り、東日
本大震災の追悼の明かりを
灯しました。

ワークショップ準備中。

～～～お知らせ～～～
５月３・４日

万人子守地蔵尊例大祭

コロナウイルス感染拡大防止の

ため 中止 となりました。

▲夫婦で参加してくださったお二人。
ありがとうございました

令和３年度

行政委員・自治会長会議を開催


